
　
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
読

書
推
進
計
画
に
つ
い
て

２
　
町
営
温
泉
施
設
に
読
書
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

３
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
図
書
閲

覧
室
の
拡
大
に
つ
い
て

　
1
点
目
に
つ
い
て
、
平

成
18
年
度
は
、
神
奈
川
県

か
ら
の
委
託
事
業
の
「
子

ど
も
読
書
活
動
モ
デ
ル
地
区
」
と

し
て
、
湯
本
地
域
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
湯
本

地
域
の
幼
・
保
・
小
・
中
学
校
職

員
や
他
地
域
か
ら
の
読
み
聞
か
せ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
県
教
育
委
員

会
指
導
主
事
、
生
涯
学
習
課
職
員

な
ど
が
構
成
員
と
な
り
、
読
書
推

進
活
動
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
他
の
地
域
に
も
同
様

に
活
動
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、

箱
根
町
の
子
ど
も
読
書
推
進
計
画

策
定
に
取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

　
2
点
目
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
荘
や
、
仙
石

原
公
園
い
こ
い
の
家
、
宮
城
野
温

泉
会
館
の
各
温
泉
施
設
で
は
、
雑

誌
程
度
の
も
の
は
備
え
て
い
る
が
、

温
泉
施
設
で
く
つ
ろ
ぐ
人
た
ち
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
3
点
目
に
つ
い
て
、
現
在
、
内

部
に
お
い
て
、
施
設
配
置
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル
で
は
、
今
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
本
、
ま
た
、
事
務
室
隣
の

大
文
字
や
箱
根
外
輪
山
が
見
え
る

部
屋
で
は
、
幼
児
や
児
童
が
友
達

や
家
族
と
楽
し
み
な
が
ら
、
読
書

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
箱

根
ら
し
い
読
書
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
気
軽
に
読
書
に
親
し
め

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
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〔
箱
根
町
弥
坂
湯
条
例
の
制
定
〕

　
湯
本
生
活
協
同
組
合
か
ら
譲
渡

さ
れ
る
弥
坂
湯
を
町
の
施
設
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
提
出
さ
れ
た
こ
の
議
案

は
、
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
会

期
中
の
審
査
と
し
て
付
託
さ
れ
、

委
員
長
報
告
と
同
様
に
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
情
報
公
開
条
例
等
の
一

部
改
正
〕

　
行
政
改
革
の
趣
旨
に
則
り
、
情

報
公
開
制
度
に
か
か
る
情
報
公
開

審
査
会
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に

か
か
る
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議

会
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
審
査
会

の
機
能
統
合
を
図
る
た
め
、
関
連

す
る
3
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
〕

　
人
事
院
規
則
が
改
正
さ
れ
国
家

公
務
員
の
休
息
時
間
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
お
よ
び
育
児
を
行
う
職
員

の
早
出
遅
出
勤
務
の
対
象
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

町
に
お
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
町
長
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
〕

　
引
き
続
き
厳
し
い
町
の
財
政
状

況
に
鑑
み
、
平
成
19
年
度
お
よ
び

平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
自
ら
率

先
し
て
町
長
、
助
役
、
教
育
長
お

よ
び
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
削

減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
た

め
、
併
せ
て
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
と
も
な
い
、
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
〕

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
と
も

な
い
、
町
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
た

め
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
）
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3月定例会
　平成１９年３月定例会は、３月１日から１９日までの会期で開かれ、平成１９年度箱根町一般

会計予算および１１会計予算をはじめ、条例の制定ならびに改正などの審議を行いました。

　また開会にあたり、山口町長から平成１９年度の町の進むべき方向を示す施政方針が述べ

られました。

　審議した議案などの内容と結果は次のとおりです。

予
　
　
算

条
　
　
例

平
成
　
年
度
予
算
の
総
額
は

19

151

2,803
億
　
万
円

〔
平
成
19
年
度
箱
根
町
一
般
会
計

予
算
及
び
11
会
計
予
算
〕

　
一
般
会
計
予
算
87
億
5,000
万
円
、

11
会
計
予
算
の
合
計
63
億
7,803
万
円
、

平
成
19
年
度
予
算
総
額
は
、
151
億

2,803
万
円
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

平成19年度予算の審議状況

賛成多数

賛成多数

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

賛成多数

全員賛成

賛成多数

賛成多数

一 般 会 計 予 算

国民健康保険特別会計予算

老 人 保 健 特 別 会 計 予 算

介 護 保 険 特 別 会 計 予 算

温 泉 財 産 区 特 別 会 計 予 算

宮城野財産区特別会計予算

仙石原財産区特別会計予算

蛸 川 財 産 区 特 別 会 計 予 算

温 泉 特 別 会 計 予 算

育 英 奨 学 金 特 別 会 計 予 算

下 水 道 事 業 特 別 会 計 予 算

水 道 事 業 会 計 予 算

　
次
の
4
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
財
政
再
建
計
画
に
基

づ
く
、
財
政
再
建
数
値

目
標
と
第
5
次
総
合
計
画
の
整

合
性
に
つ
い
て

２
　
対
目
標
比
実
績
に
基
づ
く
、

第
５
次
総
合
計
画
の
取
り
組
み

と
財
政
的
裏
づ
け
に
つ
い
て

３
　
対
目
標（
未
）達
成
の
原
因
と

そ
の
後
の
取
り
組
み
等
、
改
善

策
に
つ
い
て

４
　
財
源
確
保
に
向
け
て
の
課
税

客
体
現
況
確
認
目
標
と
組
織
改

変
に
伴
う
収
納
業
務
に
つ
い
て

　
1
点
目
に
つ
い
て
、
ま

ず
、
目
標
の
1
の
「
経
常

収
支
比
率
を
平
成
20
年
度

末
ま
で
に
80
％
以
下
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
で
は
90.9
％
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
目
標
の
2
の
「
人

件
費
比
率
を
平
成
20
年
度
末
ま
で

に
30
％
以
下
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
決
算
で
は
一
般
会
計
に

お
け
る
人
件
費
の
占
め
る
割
合
が

34.6
％
と
な
り
、
前
年
よ
り
0.6
％
減

と
な
っ
た
。
目
標
の
3
の
「
新
規

採
用
職
員
を
退
職
者
の
1
／
2
以

内
（
5
年
間
で
20
名
以
内
）」
に

つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
中
の
退

職
者
９
名
に
対
し
、
平
成
18
年
度

の
新
規
採
用
は
４
名
と
し
て
５
名

の
削
減
を
行
っ
た
。
目
標
の
４
の

「
公
債
費
比
率
を
平
成
20
年
度
末

ま
で
に
15
％
以
内
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
度
決
算
で
は
、
13.4
％
で

あ
っ
た
。
目
標
の
5
の
「
毎
年
度

の
起
債
を
5
億
円
以
下
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
予
算
を
5
億

円
以
下
で
編
成
を
し
た
。
目
標
の

6
の
「
財
政
調
整
基
金
に
毎
年
5

千
万
円
の
積
立
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
中
で
は
前
年
度
決
算

の
状
況
、
ま
た
、
国
の
社
会
保
障

制
度
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、
実
施

で
き
な
い
見
込
み
で
あ
る
。
目
標

の
7
の
「
町
税
徴
収
率
90
％
以
上
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
決
算

で
は
88.0
％
で
あ
っ
た
。
目
標
の
8

の
「
一
般
会
計
繰
出
金
総
額
9
億

円
以
内
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
度
当
初
予
算
計
上
額
は
、
7
億

5,039
万
円
で
あ
る
。

　
2
点
目
に
つ
い
て
、
行
政
改
革

と
財
政
再
建
の
た
め
の
各
種
取
組

み
の
着
実
な
推
進
と
と
も
に
、
今

後
、
諸
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に

必
要
な
財
源
の
確
保
と
し
て
の
現

行
制
度
で
の
課
税
客
体
の
的
確
な

把
握
や
徴
収
率
の
向
上
、
未
利
用

資
産
を
有
効
に
活
用
し
た
新
た
な

収
入
の
確
保
、
さ
ら
に
は
各
種
税

の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
、
議
会
で

の
検
討
の
場
も
お
願
い
し
、
確
か

な
財
源
の
裏
付
け
に
基
づ
き
計
画

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
3
点
目
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

数
値
を
達
成
で
き
る
見
込
み
の
目

標
は
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
が
、
未
達
成
の
目
標

に
つ
い
て
は
、
達
成
に
向
け
さ
ら

な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　
4
点
目
に
つ
い
て
、
土
地
・
家

屋
の
み
な
ら
ず
償
却
資
産
を
含
め

た
課
税
客
体
の
補
足
調
査
や
実
地

調
査
を
継
続
的
に
的
確
に
行
う
な

ど
、
課
税
漏
れ
の
物
件
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の
適
正
か

つ
公
平
な
評
価
・
課
税
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
本
年
4
月
1
日
付
け
で

施
行
さ
れ
る
行
政
組
織
機
構
の
見

直
し
に
よ
り
、
収
納
課
を
廃
し
、

課
税
事
務
と
徴
収
事
務
を
統
合
し

て
、
課
税
客
体
の
把
握
と
賦
課
、

そ
し
て
徴
収
と
い
っ
た
税
務
事
務

の
流
れ
を
組
織
的
に
切
ら
ず
に
一

体
的
に
行
う
組
織
と
し
て
、
新
た

に
税
務
課
を
立
ち
上
げ
、
ま
た
、

保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、
保
険
年

金
課
で
行
い
、
第
5
次
総
合
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
た
重
点
事
業
や
各

施
策
が
着
実
に
実
施
で
き
る
よ
う

財
源
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

読み聞かせ会

箱
根
町
読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て

生涯
学習

財
政
再
建
と

第
5
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

財務
QA

QA


